
 

 

 

 

 

 

 

  配向が強い極点図の解析を想定した 

  ＭＴＥＸソフトウエアにおけるα範囲と結晶方位密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０２月０２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 同一データでもＯＤＦ解析方法により計算される結晶方位密度は異なる。 

   資料 http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC3-MTEX/LaboTex-TexTools-MTEX-compare.pdf 

      により、MTEXは Hermonicの可能性が高い。もしHermonicの場合、StandardODF と同様に 

   資料 http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/StandardODF/StandardODF-PoleErea.pdfの傾向の 

   可能性があるため調査する。 

   データは、FWHM=10deg、VF％の低いデータを用い直接法 LaboTexと比較する。 

   入力データ 半価幅 10deg、VF10%の極点図を LaboTexで作成し PFtoODF3を介して入力する。 

 調査結果は、方位密度が高いと,Hermonic的な挙動を示す。 

  

     α範囲を６０－＞９０とする。 

 各データを ODFで解析、データ Export、GPODFDisplayの hkluvwlistで計算する。 

http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC3-MTEX/LaboTex-TexTools-MTEX-compare.pdf
http://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC/StandardODF/StandardODF-PoleErea.pdf


α範囲が 0->90の場合 
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α範囲が 0->85の場合 
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α範囲が 0->80の場合 
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α範囲が 0->75の場合 
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α範囲が 0->70の場合 
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α範囲が 0->65の場合 
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α範囲が 0->60の場合 
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ＭＴＥＸ 

 

ＭＴＥＸではα範囲が変わると、ＴＤＳｐｌｉｔの結晶方位密度が変化する。 

ＦＷＨＭ＝２０ｄｅｇではほとんど変化は認められなかった。 

ＭＴＥＸでは強い配向の場合、極点図の範囲に影響を受ける。 

これはＨｅｒｍｏｎｉｃの特徴で、展開次数の変更が必要か？？？ 


